
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：平成１９年度伊豆縦貫谷田高架橋

鋼上部工事
�２ 発 注 者：国土交通省 中部地方整備局

沼津河川国道事務所
�３ 工事場所：静岡県三島市谷田
�４ 工 期：平成２０年２月２７日～

平成２２年８月３０日
本橋は橋長２３４m、支間割７３．９m＋８８m＋６９．６m
の３径間連続鋼床版箱桁橋である。新幹線上に架
設するため、施工範囲を当社と JR東海建設・奥
村組 JV（以下 JRと称す）で区分している。当
社がA１側より２径間、JRがA２側より１径間
を担当し、いずれも手延送り出し工法を用いて架
設を行った。
A１橋台背面に位置する当社の送り出し施工
ヤード長は約１１０mであり、当社施工範囲の主桁
を全量（約１５９m）一度に地組立することができ
ない。そのため、地組立および送り出し架設をそ
れぞれ２回に分けて行った。
閉合作業は当社が行い、JRが送り出し降下後、
JR側の桁端部の仕口に合わせ、当社側の桁を連
結した。連結後、A１及び P１支点部を正規支承
位置まで降下した。

なお、本橋は、鋼床版継手部を現場溶接にて接
合し、他の継手部は高力ボルトにて添接する構造
になっている。死荷重キャンバーと溶接キャン
バーを合成した製作キャンバーが予め付加されて
いる。
架設概要図を図－１に示す。

図―１ 架設概要図

２．現場における問題点

本工事では、架設進捗に応じて桁の連結が必要
となる。以下に、主たる段階における桁連結の概
要および問題点を述べる。
第２回目の地組立では、既に送り出しが完了し
ている１径間目の桁形状を考慮し、桁端部の仕口
を基準として２径間目の地組立支持高さを決めな

日本橋梁建設土木施工管理技士会

JFE エンジニアリング株式会社
担当技術者

今 井 聡 一 郎○

Soichiro Imai

監理技術者

島 田 智 之
Tomoyuki Shimada

担当技術者

森 智 広
Tomohiro Mori

谷田高架橋における形状管理方法

３９
品質管理

－３０２－



ければならない。特に、本橋では鋼床版を現場溶
接にて接合するため、溶接収縮による影響も考慮
した形状管理値が必要となる。
閉合は正規支承位置に据え付けた JR側桁端部
の仕口を基準にして行った。当社側の主桁は第２
回送り出しが完了した後、JR側主桁の端部の仕
口角度に合うように適切な高さまで降下する必要
がある（一次降下）。閉合力を導入することによ
り閉合部の仕口を合わせるだけでは完成時に折れ
角が発生する恐れがあるため、橋梁全体として形
状を決定する必要がある。その上、閉合部での鋼
床版の溶接収縮も考慮し、一次降下量を決めなけ
ればならない。

３．工夫・改善点と適用結果

上述した２つのケースでは、いずれも、桁を連
結する際、一方の桁の仕口に合わせてもう一方の
桁の支持高さを決める必要がある。以下に、第２
回地組立時の桁支持高さ算出方法を述べる。
第１回送り出し後の桁形状は図－２の第１回送
りだし後桁形状のようになり、桁端部 J１０の仕口
角度は θ１＝―４．１３mrad となる。一方、第２回地
組立範囲の死荷重キャンバー図（溶接後の無載荷
状態桁形状に相当）から、桁端部 J１０の仕口角度
は θ２＝７．４８mrad となる。これら２つの仕口角度
が一致するように θ１―θ２（＝θ）だけ回転させる
ことにより、溶接後の地組立桁形状が求められる
（図－２太線）。この桁形状図を基に、各添接部
の地組立支持高さを決定した。
また、溶接前の桁形状は、桁端部 J１０を基準に

した溶接キャンバーの相対差を溶接後の地組立桁
形状から下げ越すことで算出した（図－３）。
本手法によって求めた計画値に従い、桁架設時
の形状管理を行った。図－４の完成時キャンバー
の出来形管理図に示すように、規格値の約５０％以
内の精度に納めることができた。完成写真を図－
５に示す。

図―４ 完成時キャンバー（設計値との差）

図―５ 完成写真

４．おわりに

骨組解析により算出される桁変形量と桁の無応
力形状（製作キャンバー）とを足し合わせたもの
が送出し時の桁形状である。全現場溶接が未施工
の製作キャンバー形状と、部分的に現場溶接され
た状態での製作キャンバー形状とは異なってくる
が、本橋の場合、架設段階毎の溶接残キャンバー
に対する事前検討が十分であったとは言いがたい。
今回の反省点として、次工事に生かしたいと思う。

図―２ 溶接後の地組立桁形状

図―３ 溶接前の地組立桁形状
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